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　2023年度、中央執行委員長を務めますワ
ダ・マルシアーノと申します。文学研究科で映
画・メディア文化を教えており、2017年から
開設された国際文化越境という大学院プログラ
ムの専攻長を勤めています。今年一年間、中央
執行委員長としてできるだけの貢献をしたいと
思いますので、どうぞ宜しくお願いいたしま
す。
　委員長のポジションは一年間と決まってお
り、この短い期間にできることは限られている
わけですが、歴代の組合委員長や執行部が提案
し、取り組んできた未解決な案件を継承し、さ
らに良い方向へむかうことが大切だと思いま
す。また、今まで見逃されてきたこと、あるい
は新たに問題化された案件に光をあて、学生及
び教職員全員に伝え知らせることも重要な仕事
だと思っています。さて、どういった「未解決
な案件」がわれわれの暮らしの中にあるのでし
ょうか。
 2021年度の中央執行委員長だった文学部支部
の大河内泰樹氏は、 就任の挨拶の中で、現在

の京都大学における働く環境について二つの重
要な指摘をしました。[1]まず、大学に存在す
る数々の組織が自立性を持つことは不可欠であ
りながらも、同時にそういった組織形態が労働
環境の不透明さを作り出している点です。つま
り、それぞれの学部で働く教職員が、他学部で
同じように働いている教職員の待遇や境遇がど
うなっているのか、あるいはどんな問題を抱え
ているのか、知るすべがないというのが現状で
す。[2]もう一点は、大学の法人化後、つぎは
ぎ的に数々の職種・雇用形態が導入され、主に
職員の働き方が非常に細分化されてきた点で
す。こういった職種・雇用形態の複雑化が、先
に記した「労働環境の不透明さ」を益々先鋭化
させているわけです。これらの案件は、これか
らの一年間も引き続き大学本部側と交渉してい
かなくてはならないテーマだと思います。
 大学が法人化され、すでに20年の歳月が過ぎ
去りました。国立大学法人法成立時に京都大学
総長であった故・長尾真氏は所感の中で、以下
のような記述を残しています。
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「言うまでもなく、法人化は目的ではなく大学
を良くしてゆくための手段である。これは大学
の自主性・自律性を発揮するための制度的枠組
であり、運用次第で大学は良くもなり悪くもな
る。（中略）京都大学の場合、大学の自主性を
より良く確保する努力をすることによって、こ
れまでよりも一段と京都大学の理念の実現に向
けて力強く進んでゆくことができるようになる
だろうし、またそうしなければならない。」 

　果たして私たちは、京都大学が大学の自主
性・自律性を発揮しながらより良い大学を築い
ていると胸を張って次世代に言えるでしょう
か。私たち全教職員及び学生たちが目標とする
のは、文科省を含めた国からの指示に単に従う
大学ではなく、「京都大学」としての自主性や
自律性を前景化させて行くことなのではないで
しょうか。
　2022年度の中央執行委員長であった理学部
支部の林重彦氏は、彼の就任挨拶の中で、こう
いった京都大学の現状に対し、「合理性を理解

するのも困難な決定がなされ、結果の検証もな
いまま突き進んでいく事例が増えてきていると
感じられる」と記述しています。大学本部から
の「理解が困難な決定」に対し、また「結果の
検証が存在しない」現状に対し、われわれは大
学本部側に、理解ができるまで説明をして頂く
ことを要求する必要があるのだと思います。そ
れを要求するのは、他ならぬ京都大学に属して
いる学生、職員、教員たちであり、そういった
大勢の声を集約するのが「職員組合」の役割だ
と私は考えます。組合に関してまだまだ熟知し

  長尾真、「京都大学の法人化についての総長所感」
https://www.kyoto-u.ac.jp/uni_int/01_sou/no23/shokan01.htm
　(2023年8月31日アクセス）。

ているわけではな
く、まさしく力不足
であることを自覚し
ているわけですが、
私のような人々の質
問が浮上し、そして
話し合われる場であ
る組合を大切にして
いきたいと思ってい
ます。
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京都大学職員組合 事務所
〒606-8317京都市左京区吉田本町
TEL：075-761-8916
FAX：075-751-8365
内線：7615(本部地区)
Email：office@g.kyodai-union.gr.jp
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ご記入頂いた事項は「個人情報
の保護に関する法律」を遵守
し、組合活動情報のご提供、組
合費徴収などの事務のために適
切な取り扱いをいたします。
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